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仏
教
美
術
の
源
流
探
訪
日

　
　
　
　
　
　
　
―

埓
仏
と
塑
像
の
東
漸

－

ｉ

賀

川

光
　
　
夫

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
七
世
紀
か
ら
ハ
巨
紀
は
律
令
国
家
の
胎
勣
に
は
じ
ま
り
、
集
権
確
立
の
時
期
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
中
央

帝
都
を
壮
厳
に
し
、
仏
教
を
も
っ
て
権
威
を
高
め
る
方
向
は
、
隋
・
唐
文
化
の
導
入
と
半
島
南
部
（
折
箱
）
と
の
修
交
に
あ
っ
た
。
唐
長

安
の
繁
栄
と
新
羅
国
都
（
慶
州
）
の
発
達
は
、
同
時
に
飛
鳥
京
。
藤
原
京
、
平
城
京
と
次
第
に
拡
張
さ
れ
た
日
本
の
首
都
に
も
み
ら
れ
た
。

　
飛
鳥
、
自
派
期
を
飾
る
仏
教
の
画
像
は
、
長
安
で
発
達
し
た
「
経
変
仏
教
」
で
あ
っ
て
、
近
年
考
古
学
の
成
果
と
し
て
彼
我
の
対
比
資

料
が
数
多
く
出
土
し
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
資
料
は
、
唐
都
に
派
召
さ
れ
た
数
多
く
の
使
者
、
ま
た
は
唐
人
、
新
羅
人
の
瑕
訪
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
数
々
の
文
物
が
律
令
体
制
確
立
の
大
き
な
問
題
を
蔵
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
九
州
に
あ
っ
て
宇
佐
と
い
う
地
名
は
、
西
都
と
し
て
繁
栄
し
た
筑
紫
太
宰
府
と
と
も
に
不
滅
で
あ
る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
飛
鳥
・

自
侭
寺
院
に
も
ち
い
ら
れ
た
博
仏
や
、
塑
像
が
色
濃
く
宇
佐
の
大
地
に
埋
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
近
年
学
術
調
査
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
つ
ｓ

あ
る
。
博
仏
、
塑
像
は
、
飛
鳥
・
自
派
寺
院
の
壮
厳
の
た
め
に
畿
内
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
源
流

が
唐
都
に
お
い
て
大
成
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
博
仏
や
塑
像
の
起
源
が
、
は
る
か
草
原
や
流
砂
地
帯
で
の
泥
土
芸
術
で
あ
る
こ
と

史
　
学
　
論
　
叢

１
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も
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
は
イ
ン
ド
や
中
国
西
城
の
一
部
を
旅
行
し
て
広
大
な
草
原
や
砂
漠
の
中
か
ら
神
秘
的
な
絵
画
や
仏
像
を
数

多
く
み
た
。
そ
の
絵
画
、
彫
刻
が
例
外
な
く
経
巻
を
通
じ
て
の
絵
解
的
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。

荒
漠
と
し
た
草
原
や
流
砂
の
中
で
み
る
城
砦
の
よ
う
な
石
窟
の
中
で
、
極
彩
色
の
壁
画
や
石
彫
・
塑
像
の
数
々
を
み
る
と
、
そ
れ
は
一
つ

の
幻
想
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
展
開
す
る
画
像
は
仏
陀
の
無
窮
を
意
味
す
る
「
経
変
」
　
（
絵
解
）
で
あ
っ
た
。

　
日
本
に
到
達
し
て
、
そ
こ
に
栄
え
た
仏
教
美
術
は
、
東
漸
す
る
仏
陀
の
経
変
画
像
で
、
そ
の
終
着
の
様
子
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

終
着
地
点
か
ら
源
流
を
探
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
興
味
深
い
文
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
紀
行
的
に

ま
と
め
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
で
問
わ
れ
る
ま
ｙ
に
「
探
訪
」
て
を
記
し
て
み
た
が
、
浅
学
の

た
め
・
思
に
ま
か
せ
ず
、
博
仏
の
Ｉ
面
に
ふ
れ
た
の
み
で
塑
像
に
つ
い
て
は
、
後
に
残
す
結
果
と
な
っ
た
。
本
小
稿
は
あ
ら
た
め
て
博
仏
、

塑
像
を
主
体
と
し
改
稿
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

アジャンター第一窟（持蓮華菩薩）壁画
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ぐ

　
　
一
九
七
七
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
大
学
仏
教
研
究
室

ｙ
∽
・
ロ
゛
ロ
゛
こ
教
授
の
即
指
導
で
イ
ン
ド
仏
教
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
デ
カ
ン
高
原
西
部
一
帯
の
各
地
に
散
在
す
る
石
窟
寺
院
を
見
学
す
る
機
会
に

思
ま
れ
た
。
こ
の
地
方
の
仏
教
（
石
窟
）
は
チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
（
塔
院
）
と
ヴ
ィ
ハ
ラ

（
僧
院
）
の
完
既
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
。
チ
ャ
イ
テ
ィ
ヤ
は
中
に
仏
陀
の
遺
物
（
塔
婆
）

か
高
僧
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ハ
ラ
は
仏
教
修
直
憎
が
庄
居
、
生
活
し
た

石
窟
で
、
中
央
の
ホ
ー
ル
と
附
属
の
暗
い
小
部
屋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う



な
石
窟
で
有
名
な
の
は
ア
ジ
ア
ン
タ
ー
石
窟
寺
、
エ
ロ
ー
ラ
石
窟
寺
な
ど
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
ン
タ
は
ワ
ゴ
ー
ラ
川
が
馬
蹄
形
に
屈
曲
し
て
そ

の
浸
食
で
造
り
だ
し
た
中
腹
の
磨
崖
に
紀
元
前
後
か
ら
六
？
七
世
紀
に
か
け
て
二
九
窟
が
全
長
五
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
開
繋
さ
れ
た
。

石
窟
は
九
、
一
〇
、
一
九
、
二
六
の
四
窟
が
内
部
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
も
つ
チ
″
イ
テ
ィ
ヤ
で
、
他
は
僧
侶
の
生
活
場
で
あ
る
ヴ
ィ
ハ
ラ
で

あ
っ
た
・
そ
し
て
Ｉ
か
ら
五
官
ま
で
の
右
端
の
一
群
は
六
、
七
世
紀
の
ヒ
ン
ド
ウ
期
の
開
繋
で
あ
る
。

　
第
一
宮
の
壁
面
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
壁
画
は
「
持
蓮
華
菩
薩
」
で
女
佳
美
の
理
想
を
表
情
や
姿
態
に
表
現
し
、
全
容
は
わ
が
法
隆
寺
の
金

堂
西
大
壁
の
観
音
菩
薩
像
に
極
似
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
グ
プ
タ
様
式
の
三
屈
法
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
飛
鳥
仏
の
表
現
に
似
て
い
た

こ
と
は
感
動
的
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
イ
ン
ド
と
日
本
は
、
お
そ
ろ
し
く
隔
て
ら
れ
た
広
い
空
間
の
彼
方
に
対
峙
し
て
い
る
。
に
も
か
ｘ
わ
ら
ず
不
思
議
と
仏
像
の
造
形

に
お
い
て
相
似
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｓ
・
Ｓ
Ｑ
口
吻
に
ｔ
こ
教
授
は
、
筆
者
の
今
後
の
研
究
目
標
と
し
て
’
Ａ
　
Ｃ
ａ
ｍ
‐

ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｌ
ｖ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｙ
　
ｏ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｓ
ｃ
ｕ
ｌ
ｐ
ｔ
ｒ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｔ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
。
Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｊ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
　
ｃ
ａ
ｖ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｆ

ｌ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
。
を
課
し
た
。
こ
の
こ
と
が
仏
教
経
典
を
通
じ
て
造
形
さ
れ
た
共
通
の
相
似
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の

は
、
ア
ジ
ア
ン
タ
ー
第
一
石
窟
の
［
持
蓮
華
菩
薩
］
を
見
学
し
た
瞬
間
か
ら
で
あ
っ
た
。
プ
案
内
人
が
照
射
し
て
く
れ
た
ラ
イ
ト
に
照
ら
し

出
さ
れ
た
菩
薩
像
は
そ
の
精
華
を
集
約
し
た
三
屈
の
姿
勢
で
広
い
空
間
を
隔
て
た
法
隆
寺
壁
画
に
み
る
観
音
菩
薩
の
源
流
と
み
ら
れ
た
。

そ
の
強
烈
な
感
動
は
い
ま
も
脳
裡
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
経
典
の
造
形
化
と
い
う
も
の
が
広
く
隔
て
ら
れ
た
空
間
を
超
越
し
て
共
通

の
相
似
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
日
本
、
あ
ま
り
に
も
広
い
空
間
の
果
に
あ
る
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
空
白
地
帯
を
埋
め
る
の
は
、
こ
れ
ま
た

広
大
な
流
砂
地
帯
に
散
在
す
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中
継
地
敦
煌
莫
高
窟
を
中
心
と
す
る
一
帯
の
石
窟
寺
院
で
あ
る
。
中
国
を
旅
行
す
る
こ
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学
　
論
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と
が
許
さ
れ
た
の
は
こ
こ
数
年
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
西
域
の
見
学
は
限
ら
れ
た
人
達
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
八
〇
年
七
月
に

中
国
政
府
は
別
府
大
学
学
術
訪
中
団
を
山
西
宵
大
同
所
雲
南
石
窟
寺
、
及
び
甘
粛
宵
敦
煌
県
莫
高
官
訪
問
を
許
可
さ
れ
た
。

　
イ
ン
ド
か
ら
東
方
に
向
う
中
継
地
、
敦
煌
は
か
つ
て
砂
州
と
呼
ば
れ
、
広
い
砂
漠
の
中
に
あ
っ
た
。
郊
外
の
莫
高
窓
は
鴫
沙
山
と
三
佐
山
の

間
、
小
さ
く
狭
い
谷
間
を
流
れ
る
一
筋
の
大
泉
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
オ
ア
シ
ス
を
い
だ
く
よ
う
に
し
て
磨
崖
に
開
墾
さ
れ
た
石
窟
寺
で

あ
る
。
莫
高
官
で
見
学
し
た
各
別
の
壁
画
は
数
に
お
い
て
ア
ジ
ア
ン
タ
ー
石
窟
を
は
る
か
に
し
の
ぎ
、
各
壁
に
描
か
れ
た
経
愛
国
像
と
彫
刻
は

飛
鳥
・
自
照
寺
院
の
壁
面
を
飾
る
壁
画
や
像
造
（
石
仏
、
金
銅
物
、
塑
像
な
ど
）
　
に
細
部
に
至
る
ま
で
似
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
有
名
な
図
像

は
多
く
の
先
学
の
著
書
や
図
録
で
あ
る
程
度
の
予
備
知
識
は
あ
っ
た
が
、
栄
司
で
あ
っ
た
壁
画
や
塑
像
を
含
め
て
現
実
に
そ
れ
を
見
た
時

の
迫
力
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
典
の
図
像
化
、
経
度
仏
教
は
地
域
を
異
に
し
、
民
族
を
越
え
て
変
わ

る
こ
と
な
く
、
固
定
化
し
た
図
像
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
塑
像
も
、
壁
画
の
画
題
も
、
経
典
の
図
像
化
で
あ
、
て
、
法

隆
寺
金
堂
の
一
如
来
二
菩
薩
の
構
図
や
、
平
安
時
代
浄
土
変
（
浄
土
三
部
教
）
の
細
部
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
こ
に
ア
ジ
ア
全
域
に
及
ぶ
仏
教
の
雄
大
な
展
開
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
仏
教
経
典
を
根
幹
と
し
た
図
像
の
固
定
化
は
す

で
に
四
、
五
世
紀
に
お
い
て
確
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
梅
原
木
冶
博
士
は
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
美
術
工
芸
」
（
『
飛
鳥
・
奈
良
時

代
の
文
化
』
）
に
お
い
て
、
「
七
世
紀
末
、
ハ
世
紀
の
自
照
寺
院
か
ら
出
土
す
る
博
仏
や
金
銅
仰
山
仏
、
更
に
は
法
隆
寺
壁
画
な
ど
、
す

で
に
固
定
し
た
図
像
が
支
配
し
て
い
た
。
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
に
畿
内
一
円
の
小
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
大
な
ア
ジ
ア
地
域
の

経
変
図
像
と
し
て
中
国
東
北
部
や
朝
鮮
半
島
を
ふ
く
む
［
共
通
の
相
似
］
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。



　
　
　
　
ｊ

　
　
　
　
二

　
　
　
　
Ｃ

　
Ｔ
几
五
四
年
五
月
大
分
県
宇
佐
虚
空
蔵
寺
跡
、
塔
趾
の
発
掘
に
お
い
て
多
数
の
博
仏
が
発
見
さ
れ
た
。
博
伝
は
倚
坐
独
尊
伝
で
、
後
屏

や
後
脚
獅
子
座
な
ど
特
異
な
彫
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
文
武
天
皇
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
に
完
成
さ
れ
た
奈
良
県
南
法
華
寺
（
壷
坂

寺
）
発
見
の
博
仏
と
大
同
小
異
、
そ
の
踏
返
し
に
よ
る
作
品
と
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
博
仏
が
唐
代
に
お
い
て
整
作
さ
れ
た
と
独
尊

仏
の
博
仏
と
同
じ
で
・
あ
る
こ
と
を
司
っ
た
。
こ
の
博
仏
の
源
流
こ
そ
、
唐
代
美
術
の
根
幹
、
経
変
図
像
と
し
て
固
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
一
九
六
二
年
同
じ
く
宇
佐
市
横
山
天
福
寺
奥
院
の
石
窟
に
建
て
ら
れ
た
堂
の
中
で
塑
像
四
体
が
発
見
さ
れ
た
。
心
木
を
架
し
て
縄

を
巻
き
付
け
、
粘
土
を
盛
り
上
げ
る
技
法
は
四
域
の
塑
像
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
。
は
た
し
て
敦
煌
莫
高
官
で
見
た
塑

像
の
一
群
は
技
法
と
造
形
が
細
部
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
お
り
、
彼
等
の
交
流
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
六

世
紀
中
葉
の
仏
教
伝
来
以
来
、
大
陸
・
半
島
と
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
造
寺
、
遺
伝
は
七
世
紀
初
頭
に
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
間
も
な
く
遺

史
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倚座独尊仏（虚空蔵寺）

隋
、
遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
、
多
く
の
修
道
僧
、
絵
師
、
彫
刻
師
、
建
築
師
な
ど
の

技
術
者
が
渡
航
し
た
。
仏
教
を
通
じ
て
多
く
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
中
に
中
国
仏

教
の
教
理
と
と
も
に
崇
仏
思
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
経
巻
の
経
変
化
に
よ
る
固
定

画
像
が
導
入
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
宇
佐
発
見
の
博
仏
と
塑
像
、
そ
れ
は
中
国
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
発
達
し
た
も

の
で
あ
る
の
か
、
興
味
深
い
。

　
宇
佐
の
博
仏
や
塑
像
は
、
七
世
紀
末
、
ハ
世
紀
初
頭
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五

-
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の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
寺
院
の
装
飾
や
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
ご
く
限
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
切
位
は
ほ
と
ん
ど
七
世
紀
後
半
ハ
世

紀
初
頭
に
集
中
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
問
題
に
な
る
の
は
山
田
寺
跡
発
見
の
切
仏
で
あ
る
。
切
位
は
全
部
で
六
種
類
、
金
堂
趾
よ

り
発
見
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
金
堂
の
建
立
は
皇
極
天
皇
二
年
に
「
立
金
堂
」
の
記
録
（
『
上
官
聖
徳
法
王
帝
説
』
）
　
が
あ
る
の
で
七
世

紀
前
半
（
六
四
三
）
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
山
田
寺
の
博
仏
は
七
世
紀
前
半
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
と
関
係
す
る
も
の
と
し

て
紀
寺
出
土
の
如
来
坐
像
の
小
切
位
が
あ
っ
て
共
伴
の
古
瓦
な
ど
か
ら
天
智
朝
ご
ろ
の
創
設
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
小
形

独
尊
位
（
十
二
尊
連
坐
切
仏
）
は
七
世
紀
中
葉
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
如
く
、
小
形
独
尊
の
連
坐
形
式
は
、
唐
代
の
千
位
牌

な
ど
に
よ
っ
て
相
似
形
式
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
あ
え
て
七
世
紀
後
半
ま
で
さ
げ
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
源
流
は
雲
南
石
窟
第
一
五
号
窟

の
雨
、
西
壁
の
十
万
諸
仏
に
そ
の
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
切
仏
の
使
用
は
橘
寺
発
見
の
三
尊
形
式
（
一
如
来
二
菩
薩
）
や
、
山
田
寺
、
紀
寺
な
ど
の
小
形
独
尊
位
（
坐
像
）
な
ど
か
ら
み
て
七
世

紀
中
葉
ご
ろ
か
ら
流
行
し
、
南
法
華
寺
創
立
の
文
武
天
皇
大
宝
三
年
頃
（
七
〇
三
）
ご
ろ
ま
で
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
方
塑
像
は
孝
徳
天
皇
大
化
四
年
（
六
四
八
）
に
「
己
米
。
阿
倍
大
臣
請
四
衆
四
天
王
寺
。
迎
仏
像
四
躯
使
坐
干
洛
内
。
遺
言
鷲
山
像
。

累
積
鼓
為
之
。
」
　
（
日
本
書
紀
）

　
と
あ
り
、
洛
中
に
雲
鷲
山
と
塑
像
（
小
四
天
王
）
を
安
置
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
腕
貫
』
の
「
釈
老
志
」
に
み
え
る
大
岨
道
武
帝
が

天
興
元
年
（
三
九
八
）
に
五
級
仏
図
（
五
重
塔
）
、
暫
閣
転
出
（
霊
鷲
山
）
を
つ
く
っ
た
と
す
る
記
事
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
是
年
始
作
五
級
仏
図
、
暫
闇
転
出
及
須
弥
山
殿
、
加
以
楼
飾
、
別
構
講
堂
禅
堂
及
沙
門
座
、
莫
不
厳
具
焉
。
」

　
右
記
事
と
合
せ
て
興
味
深
い
。
こ
の
霊
鷲
山
は
、
敦
煌
莫
高
官
一
コ
ヒ
官
の
法
華
経
変
指
図
に
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
ろ
の
は
注
目
さ

れ
た
。



－

山田寺など畿内寺院跡（七世紀）の独尊連坐博仏と対比できる石刻独尊仏（唐代）

（上）西安市映西省博物館庭石彫碑，銘文はないが初唐と説明された。（中央三

尊仏中尊は交脚である。），（下）山田寺独尊連坐博仏
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一仏二菩薩二比丘様式押出仏　向って左　法隆寺（東京国立博物館）
右　同（智恩院蔵）

　
さ
て
当
麻
寺
金
堂
の
弥
勒
菩
薩
像
は
現
存
す
る
塑
像
の
う
ち
天
武
朝
の
も
の

と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
法
隆
寺
五
重
塔
内
に
須
弥
山
を
背
景
と
し
て
造
像
し

た
小
群
像
な
ど
ハ
世
紀
初
頭
（
和
銅
四
年
１
七
二
Ｉ
）
で
、
東
大
寺
建
立
時
頃

に
は
塑
像
製
作
が
盛
期
を
む
か
え
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
博
仏
と
塑
像
は
、
と

も
に
泥
土
を
も
っ
て
製
作
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
点
で
唐
代
美
術
の
導
入
と
し
て

見
逃
せ
な
い
。

　
宇
佐
市
虚
空
蔵
寺
発
見
の
博
仏
が
奈
良
県
南
法
華
寺
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
頃
に
あ
て
る
と
し
て
、
天
福
寺
奥
ノ

院
発
見
の
塑
像
は
ど
の
よ
う
に
し
て
宇
佐
に
持
ち
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
塑

像
の
作
風
・
技
法
か
ら
み
て
官
営
造
物
所
に
お
い
て
工
人
の
手
に
な
っ
た
も
の

と
推
理
さ
れ
る
。
北
ヱ
正
氏
は
「
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
宇
佐
ハ
幡
神
の
上

京
は
有
名
で
あ
る
が
、
天
福
塑
像
の
製
作
を
そ
こ
に
お
く
こ
と
は
充
分
な
論
拠

と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
博
仏
も
塑
像
も
ア
ジ
ア
東

仏
の
流
れ
の
中
で
終
着
の
様
子
を
物
語
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
で
き
る
。

　
　
　
　
　
Ｉ
ｙ

　
　
　
　
　
三

　
　
「
鯉
粉
堆
金
」
の
豪
華
な
手
法
で
有
名
な
菩
薩
像
は
敦
煌
莫
高
官
第
五
七
窟

釈
迦
の
樹
下
説
法
図
の
脇
侍
で
あ
る
。
用
木
、
初
唐
の
樹
下
説
法
図
は
、
一
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
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一
八
八

束
、
二
羅
漢
徊
葉
・
同
難
）
二
菩
薩
の
五
尊
一
具
の
形
式
が
目
立
つ
。
特
に
五

七
窟
の
脇
侍
が
伏
眼
半
開
、
艶
や
か
な
彫
刻
で
あ
る
と
こ
ろ
が
わ
が
藤
原
彫
刻

を
思
い
起
こ
し
、
定
朝
様
式
の
源
流
を
み
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
こ
の
五
尊
一
具
の
様
式
は
、
沙
門
智
連
が
糸
経
元
年
に
作
造
（
糸
隆
元

年
十
一
月
掛
日
収
。
大
□
□
□
□
道
場
連
節
。
一
萬
五
千
尊
像
翁
）
し
た
洛
陽

智
運
洞
の
磨
崖
仏
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
五
尊
一
員
様
式
は
厦
京
国
立
博
物
館

蔵
の
阿
弥
陀
三
尊
及
び
二
比
丘
像
、
「
五
尊
一
員
」
の
押
出
仏
の
像
様
に
似
て

い
る
。
こ
の
押
出
仏
は
、
中
尊
が
転
法
輪
の
印
を
結
び
結
迦
践
坐
す
る
阿
陀
如

来
と
観
音
・
勢
至
菩
薩
を
配
置
し
て
い
る
。
敦
煌
五
七
官
の
釈
迦
如
来
と
二
菩

薩
と
は
違
う
が
、
本
尊
と
二
菩
薩
閥
に
配
置
さ
れ
た
羅
漢
像
（
比
座
像
）
は
同

じ
至
勢
で
あ
っ
て
、
そ
の
配
列
と
と
も
に
同
じ
構
図
で
あ
る
。
こ
の
法
隆
寺
五

尊
｝
員
の
像
と
同
じ
形
式
の
押
出
仏
が
智
恩
院
（
も
と
法
隆
寺
）
に
存
在
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
像
が
夏
見
廃
寺
出
土
の
博
仏
片
と
同
じ
図
像
の
五
尊
一

員
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

　
次
に
敦
煌
莫
高
官
三
九
〇
窟
の
一
如
来
二
菩
薩
の
三
尊
形
式
も
ま
た
、
わ
が

白
風
間
の
博
仏
に
対
比
さ
れ
る
。
こ
の
三
尊
形
式
は
、
最
近
中
国
各
地
に
お
い

て
発
掘
さ
れ
出
土
例
も
多
い
が
、
安
徹
宵
毫
具
感
平
寺
に
お
け
る
北
斉
時
代
の
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敦煌251窟三尊仏（北魏）雲南第17別所壁弥陀三尊

天
保
十
年
（
五
五
九
）
や
河
清
二
年
（
五
六
二
）
な
ど
石
刻
造
像
碑
十
一
件
な

ど
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
も
っ
と
も
古
い
様
式
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
山
西
省
大
同

市
雲
南
石
窟
第
一
七
洞
南
壁
の
三
尊
仏
が
あ
る
。
中
尊
は
仏
農
の
中
に
あ
り
、

左
右
菩
薩
は
肉
薄
彫
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
宝
冠
に
化
仏
（
右
）
と
宝
瓶
（

右
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
水
野
清
一
博
士
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「

観
無
量
寿
経
」
に
よ
る
三
尊
仏
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
す
る
と
、
歌
垣
莫
高
窟

三
二
〇
窟
の
「
観
無
量
寿
経
変
」
と
同
じ
で
、
前
述
の
わ
が
白
鳳
時
代
の
押
出

仏
と
同
じ
で
あ
る
。

　
唐
代
の
三
尊
仏
で
注
目
し
た
い
の
は
長
安
宝
慶
寺
浮
彫
諸
像
で
あ
る
。
長
安

三
年
（
七
〇
三
）
の
坐
仏
阿
弥
陀
三
尊
及
び
倚
坐
弥
勒
三
像
が
あ
る
。
独
特
な

唐
風
の
天
蓋
を
も
つ
三
尊
形
式
の
石
彫
は
、
わ
が
文
武
天
皇
大
宝
三
年
（
七
〇

三
）
に
完
成
し
た
南
法
華
寺
の
博
仏
と
の
関
係
も
見
逃
が
せ
な
い
。
唐
長
安
三

年
、
文
武
天
皇
大
宝
三
年
は
と
も
に
西
暦
七
〇
三
年
で
あ
る
。
南
法
華
寺
の
倚

坐
仏
三
尊
様
式
は
、
「
大
唐
善
業
　
屈
服
得
真
　
如
妙
化
身
」
と
あ
る
唐
代
博

仏
に
三
尊
様
式
や
倚
子
の
様
子
な
ど
細
部
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
火
頭
様

式
の
点
で
橘
寺
の
博
仏
と
同
一
で
あ
る
。

　
長
安
宝
慶
寺
に
は
磯
国
公
楊
思
晶
作
の
開
元
十
二
年
（
七
二
四
）
の
三
尊
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
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ｙ

ｌ
事
Ｉ
ポ
ー
ー
１
１
１
影
肖
言
＝
…
…
Ｆ
Ｆ
に
に
Ｉ
］
｛
‐
‐
一
｝
に
Ｉ
卜
仁
ｉ
卜
…
…
…
…
…

長安３年李承嗣造弥陀三尊

石像

開元12年楊思昴造坐仏三尊

石像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
几
○

彫
が
あ
る
。
三
尊
上
部
の
天
蓋
が
屋
根
形
で
、
そ
の
左
右
に
飛
天
を
配
し
て
い

る
。
こ
の
唐
風
飛
天
は
兵
庫
県
黒
川
文
化
研
究
所
、
橘
寺
の
三
尊
博
仏
や
、
奈

良
県
川
原
寺
裏
山
の
三
尊
形
式
の
博
仏
と
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る

と
、
北
魏
時
代
の
磨
崖
仏
に
発
し
、
唐
代
石
彫
に
お
い
て
普
遍
し
た
一
如
来
、

三
尊
形
式
は
、
わ
が
七
世
紀
よ
り
八
世
紀
の
押
出
仏
や
博
仏
に
直
接
影
響
し
た

こ
と
か
明
ら
か
と
さ
れ
る
。
同
じ
に
朝
鮮
半
島
の
東
南
に
あ
っ
て
唐
と
同
盟
関

係
に
あ
っ
た
新
羅
に
お
い
て
も
当
然
同
じ
仏
教
美
術
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
。
阿
弥
陀
浄
土
や
弥
勒
浄
土
の
経
変
図
像
化
に
よ
る
固
定
図
の
展
開
は

東
ア
ジ
ア
仏
教
図
像
の
一
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
岡
崎
敬
博
士
は
『
増
補
東
西
交
渉
の
考
古
学
』
で
敦
煌
莫
高
窟
の
説
法
図
の

構
成
は
一
仏
二
菩
薩
式
、
仏
は
は
だ
し
の
足
を
組
み
、
蓮
華
座
の
上
に
座
し
て

い
る
。
と
し
西
魏
大
統
四
、
五
年
（
五
三
八
、
五
三
九
）
の
銘
文
の
あ
る
説
法
図

を
あ
げ
、
大
同
雲
南
石
窟
の
大
和
（
四
七
七
）
以
前
の
様
式
と
比
較
し
て
い
る
。

更
に
水
野
清
一
博
士
は
雲
剛
一
七
胴
に
お
い
て
阿
弥
陀
三
尊
の
様
式
を
あ
て
て

い
る
。
こ
こ
に
北
魏
時
代
に
は
「
法
華
経
」
「
観
無
量
寿
経
」
な
ど
の
諸
尊
が
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南法華寺出土博仏中国の博仏（裏面在銘）

一
つ
の
経
変
図
像
を
形
成
し
、
固
定
化
さ
せ
る
傾
向
を
み
せ
、
隋
、
唐
代
に
広
く
東

ア
ジ
ア
各
地
え
の
広
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
「
経
変
図
像
」
の

展
開
を
通
じ
て
、
押
出
仏
、
博
仏
、
石
彫
、
そ
し
て
塑
像
の
技
法
が
伝
授
さ
れ

て
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
塑
像
の
源
流
も
ま
た
博
仏
と
と
も
に
特
殊
な
造
像
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
塑
像
は
博
仏
と
同
じ
よ
う
に
七
世
紀
前
葉
に
は
日
本
の
国
土
に
定

着
し
た
。
孝
徳
天
皇
大
化
四
年
（
六
四
八
）
の
霊
鷲
山
と
四
天
王
の
塑
像
に
は

じ
ま
り
、
現
在
の
当
麻
寺
弥
勒
菩
薩
（
天
武
朝
）
な
ど
の
源
流
を
西
域
に
求
め

る
問
題
は
興
味
深
い
。
塑
像
の
源
流
は
砂
漠
や
、
草
原
か
ら
萌
芽
し
た
創
造
の

御
仏
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
泥
土
の
芸
術
に
つ
い
て
は
改
め
て
稿
を
お
と

す
こ
と
に
し
た
い
。

　
イ
ン
ド
や
中
国
西
方
を
旅
行
し
て
、
荒
漠
た
る
大
地
に
生
ま
れ
た
釈
迦
の
教

理
は
、
経
巻
を
通
じ
て
強
く
生
き
つ
づ
け
、
そ
の
経
変
図
像
が
そ
れ
を
普
及
す

る
た
め
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
経
巻
こ
そ
仏
教
美

術
の
根
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
な
く
し
て
仏
教
美
術
の
議
論
は
な
い
。
そ
う
し
た

深
い
真
理
え
の
欲
求
の
た
め
に
は
西
域
は
素
晴
ら
し
い
問
題
を
内
蔵
し
て
い
る

と
い
え
る
。
か
つ
て
江
上
波
夫
博
士
は
、
「
草
原
は
夢
多
き
と
こ
ろ
」
と
言
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一

＿恚
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］
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だ
・
筆
者
も
そ
れ
を
深
ぐ
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
西
方
に
発
し
東
漸
し
た
仏
教
美
術
を
終
着
点
か
ら
源
流
を
探
ぐ
る
目
的
で
ヽ
イ
ン
ド
ヽ
デ
リ
ノ
大
学
に
短
期
間
留
学
し
ヽ
中

国
甘
粛
省
敦
煌
莫
高
窓
孜
煌
文
物
研
究
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
別
府
大
学
に
対
し
深
く
感
謝
し

た
い
・
ま
た
、
デ
リ
ー
大
学
Ｓ
．
Ｓ
ｅ
ｎ
ｇ
ｕ
ｐ
ｔ
ａ
ｉ
Ｓ
や
教
煌
文
物
研
究
所
史
葦
湘
氏
、
雲
南
石
窟
文
物
管
理
所
李
治
国
所
長
な
ど
に
大
き

な
御
教
授
を
う
け
た
。

　
岡
絃
歌
博
士
に
は
、
や
国
関
係
の
資
Ｕ
‥
や
書
物
に
つ
い
て
“
k
!
‘
t
4
ず
細
部
の
同
教
授
を
う
け
、
敦
煌
文
物
研
究
所
常
書
鴻
所
長
に
お
引

き
合
せ
S

4
21
4
く
な
ど
汐
御
指
導
を
賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
デ
リ
ー
大
学
ガ
ウ
エ
ヤ
ヽ
ホ
ー
ル
の
大
学
院
生
で
ア
。
サ
ム
出
身
の
Ａ
ｓ
　
Ｋ
ｕ
ｍ
ａ
ｒ
ｓ
　
Ａ
ｄ
ｙ
ａ
氏
な
ど
と
は
イ
ン
ド
仏
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、

回
教
な
ど
に
つ
い
て
大
い
に
語
た
り
、
知
見
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
等
は
筆
者
を
Ｕ
ｎ
ｃ
ｌ
ｅ
と
呼
び
、
私
の
研
究
を
助
成
し
た
。
教

煌
文
物
研
究
所
の
史
葦
漕
氏
は
再
会
を
誓
い
文
字
通
り
刎
頚
の
交
わ
り
と
な
っ
た
。
史
氏
か
ら
の
同
教
授
は
仏
教
文
化
に
対
す
る
私
の
考

え
を
大
き
く
か
え
る
結
栗
と
な
っ
た
。
ま
た
若
い
劉
永
増
氏
と
は
兄
弟
と
し
て
学
問
を
し
た
い
と
い
う
ま
で
に
親
交
が
で
き
た
。
そ
れ
ら

の
人
達
の
お
か
げ
で
楽
ご
く
学
問
を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
福
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
人
達
に
深
く
感
謝
を
あ
ら
わ
し
た
い
。
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こ
こ
に
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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